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「こ・あきない市」は、tsumikiから利府
町の小商いのマインドをつくっていこうと
いう試みでした。「こ・あきない」には、
小さな商いをみんなでやる（Co）という
意味が込められています。
当初10ブースの出店者募集に対し、2倍を
超える応募がありました。それも、約８割
が利府町の方だったことはうれしい誤算。
町に埋もれていた人材や資源が、一気に表
に現れたという勢いを感じました。結局、
21ブースの出店を決行。多少販売スペー
スが狭くなっても、多くの方にチャレン
ジしてもらう場を提供しようということ
になりました。　　
当日は、来場者、出店者あわせて300人ほ
どがtsumikiに集結。まさに「冬の陣」に
ふさわしい、熱気あふれるチャレンジマー
ケットとなりました。

ゲストのホームレス芸人・小谷真理さんと
「こ・あきない市」をぐるりと廻り、出店
者の声を拾ってみました。

今回初めて開催した「こ・あきない市」。
来場者からは、継続的、定期的に開催して
欲しいとの声が多く聞かれました。一方、
出店者からは、面白かった、楽しかっただ
けではなく、販売スペース、開催時間、広
報の仕方や告知期間などにもっと工夫の余
地があるという意見や提案が挙がって頼も
しい限り。今回を起爆剤として「利府町に、
こ・あきない市あり！」というマーケットに、
皆さんと一緒に育てていきたいですね。
利府町のワクワクはこれからですよ。

t sumiki の r i reki

w w w . r i f u - c o l a b o . o r g
R i f u - C o - L a b o の 様子は W e b から

利府町まち・ひと・しごと創造ステーションtsumikiは、2016年6月から9月までの間、
全8回行ったワークショップ（町民参加型の話し合い）の場が母体となって誕生しました。
毎回テーマを設け、若手を中心に企業・学生・NPO スタッフ・行政職員といった
多様なメンバーが集い議論を重ねてきました。tsumikiには、ワークショップの中
で生まれた意見やアイディアが反映されています。まさに町民による町民のため
の施設です。3回に分けてお話してきたtsumikiができるまでは、今回が最終回です。

語り手  ● t s u m i k i デ ィ レクター  桃 生和成

最 終 話

長 いようで短 い５ ヶ月

　9月のテーマは「フリーペーパー」
とtsumikiで提供する「ドリンク」
について。特にフリーペーパーに
ついては、「つみきのキモチ」の
アイデアの種がたくさん出た出発
点ともいえます。
　ただ9月になるとワークショッ
プの参加者も減り、限定的になっ
てきました。月2回というペース
で話し合いが続き参加者にとって
も苦しい段階だったのではないで
しょうか。そんな中で粘り強く参
加してくれたのが大学生の皆さん
です。
　前回まであまり触れてきません
でしたが、ワークショップ全体で
は大学生の力が大きかったです。
宮城大学や東北学院大学、宮城教
育大学から学生の参加があり、首
都圏の大学に通いながら長期休み
を利用し、わざわざ参加する利府
町出身の学生もいました。特に利
府町と連携協定した宮城大学から
は、風見正三先生をはじめ多くの
学生の参加がありました。町民と
大学と自治体が連携し、このような
プロジェクトを推進するという事例
は、他の地域でもあまり見受けられ
ない稀なケースだと思います。
　若者の率直な意見とポジティブな
姿勢は議論の場全体にも大きな影
響を与えました。これからの社会を

担う学生にとって、少しでも地域
やまちづくりに関わったという経
験は、これからのキャリアの中で
も必ず活きるはずです。また、町
としても学生に利府の魅力を知っ
てもらう良い機会になりました。
　施設完成間近の10月に実施し
たウッドデッキづくりや芝生張り
には、学生を含め平日夜のワーク
ショップに参加しにくい小さなお
子さんや主婦、年配の方もたくさ
ん参加いただきました。ほんの一
部ですが、実際に体を動かして施
設づくりに関わるだけで不思議な
もので愛着が湧きます。オープン
後も、水やりや草取りなど芝生の
管理をする方。お知り合いを連れ
てみんなで組み立てたウッドデッ
キを見に来る方がいらっしゃいま
す。この施設は、行政や建設業者
だけではなく、利用者となる町民
もいっしょになってつくるという
ことを体現する場となりました。
　さて、このコーナーは今回で最
終回となりますが、tsumiki の運
営はこれからも続きます。まだま
だ課題も多く残されています。時
間の関係でワークショップの中で
議論を深められなかったことは、
利用者の皆さんと少しずつ改善し
ながら、新しい公共施設運営の形
を模索し続けたいと思います。
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特集

こ・あきない市
tsumiki の rireki 最終話

長いようで短い 5カ月
十符の里びと 3人目

鈴木さやかさん（un peu）
〈tsumikiライター塾〉発

利府のへそを探せ！！
利府駅前 tsumiki から
まち・ひと・しごとを発信

「最高です。みんなが集まる場所になって、
すごいなぁって思います。これからも、ど
んどんつながっていけばいいですね」。と
意外にきれいにコメントをまとめてくれた
小谷さん。「お腹がすいた！寿司が食べた
い」と出店者の INAGO BALL さんと連れ
立って、利府駅前の寿司屋ウサ見さんへと
出かけていきました。

開口一番「僕、ほんとは芸人じゃな
いんで……緊張するなぁ」と小谷さ
ん。一日50円で自分を売り、どこで
もなんでもやる「何でも屋さんで
す」と自己紹介しました。家を持っ
ていないホームレス。いろんな方々
の好意で家に泊めてもらったり、食
事をご馳走してもらったりする生活
を4年間続けています。小谷さんは自
身の働き方は、「一日50円で、友達

との約束を果たす感覚だ」と
言います。「お金は循環させるの
が一番。貰ったお金はすぐ使う」の
が信条らしい。「悩みも不安も何もな
いよ。やりたいことを好きにやれば
いい。大丈夫、何とか生きていけ
る」という小谷さんの生き方は、な
んとも自然で幸せに見えます。そし
て、人と人との「つながり」の大切
さと可能性に気づかされました。

マーケット100点満点！

常識にとらわれていては、新しい価値は生まれない。

創造性と想像性が未来をつくる。

チャレンジをとがめる人はいない。

街へ出よう。
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 小谷真理
こ・あきない市 スペシャルゲスト

一日を50円で売る！？ホームレス さん

めっちゃかわいい。

めっちゃいいやん！

僕、赤が好きなんですよ。

あか、ええやん

食べ物もあって

いいね
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おもしろかったです！初め
ての出店だったので、一個
も売れなかったらどうしよ
うと思っていたけど、思い
のほか売れたのでうれし
かったです。子育て中の私
でも参加できて、とてもい
い経験になりました。また
やりたいです。

参加して、一気に知名度が上
がりましたね。いろんな出会
いがありました。特に、お隣
のZIZOベーカリーさんのパン
とドライトマトは相性が良く
win &winだね。ZIZOさんの
お店で、うちの利府梨を乾燥
させた粉を使ったパンが商品
化できるとおもしろいね。

焼き物をつくっています。子
どもの頃、利府の小学校では
イナゴ取り大会をして、その
収益で学校の用具を購入して
いました。その中で買っても
らったボールを「イナゴボー
ル」と言っていたんです。当
時は、仕組みがよく分からな
かったけど、大人になってか
ら「すごい！おもしろい」と
再確認し、思い出を残したい
と屋号にしました。

3人でそれぞれ得意な作品をつ
くっています。お客さんの年
齢層も幅広く、利府の方々が
たくさん来てくれて楽しかっ
たです。それに、tsumikiの雰
囲気がとてもよかったです。

店の名前の「カルロッタ」って、
イタリア語で自由人という意味
なんです。女性向けのキラキラ
したものが売れました。皆さん
優しく声をかけてくれて、私の
話もよく聞いてくれました。す
ごく楽しかったです！

はじめは売れなくて、帰りたく
なったけど、最初の一つが売れ
た時はうれしかったです。

地元の利府開催ということで、
小学生の子どもの同級生のお
母さんたちや顔見知りがたく
さん来てくれました。作品に
興味をもってくれて、一つひ
とつ説明しながらお話するこ
とができてよかったです。

スペシャルブースは、利府町
青葉台にお店を開いているパ
ン工房「spica」。販売を開始
すると、あっという間に売り
切れてしまいました。いつも、
大人気のパン屋さんです。

ぐいのみいいすよ。

ところで INAGO BALL って何？
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手づくりすごい！

最高じゃないですか

予想を超える21ブースで
どどーんと初・開催！
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利用時間
9:30-17:30
（水・金曜日は21:00まで開館）

休館日
火曜日・年末年始

設置者  利府町（政策課政策班）
利府町では、地方創生に向けて良好な住環境に「ワ
クワク感」をプラスした魅力的なまちづくりを進
めています。政策課政策班は、地方創生の総括部
門として「利府ならでは」のシティセールス政策や、
移住・定住政策などに取り組んでいます。

管理運営（業務委託者）  一般社団法人Granny Rideto
Granny Rideto（エスペラント語）は、日本語で「お
ばあちゃんの笑顔」と訳します。これから高齢化
社会を迎える中で、おばあさんになっても笑顔で
暮らせる社会をつくりたいという意味が込められ
ています。同時に「Granny」には「おせっかい」
という意味があり、地域のおせっかいをやく役割
を担うという意志が込められています。

〒981-0104
宮城県宮城郡利府町中央1-5-2
TEL 022-766-9231
FAX 022-766-9232
Email info@rifu-tsumiki.jp

利府駅

町営
駐車
場

りふレ横丁

バス・タクシー ロータリー

JR 東北本線

つみきのキモチ vol.03　発行日◉2017年3月25日　発行◉利府町　企画◉一般社団法人Granny Rideto　編集◉桃生和成・葛西淳子
（一般社団法人Granny Rideto）　協力◉瀬尾夏美・斉藤利直　デザイン◉homesickdesign

r ifu-tsumiki . jp
公式ウェブサイト

@rifu_tsumiki
Twitter

@rifu_tsumiki
Instagram

〈tsumiki〉で検索
Facebook

工房の名前「un peu（アンプ）」は、フランス語で「少し」を意味する言葉。何気

ない毎日に笑顔を「少し」プラスできるようにとの意味が込められています。工房

といっても、利府町菅谷台の住宅街の一角、看板もないごく普通の一軒家。自宅の

一室をアトリエとして使い、洋服を作っています。一児の母であり、洋服を作る「職

人」でもある鈴木さやかさんにお話を伺いました。

洋服と笑顔を紡ぐ
アーティスト

十符（とふ）とは？　………　昔、利府町の湿地帯には、良質な菅（スゲ）
草が自生し、「菅薦（スガコモ）」と呼ばれる敷物が作られていました。その
菅薦の編み目が 10編あることから「十符の菅薦」と呼ばれ、みちのくの「歌枕」
としてもうたわれていました。これが、「十符の里」「十符の浦」と呼ばれる
ようになり、十（と）が利（と）に、符が府に変わったと言われています。

利府町で暮らす面白い人を毎号ひとりずつ紹介していきます
-工房の情報

お洋服と布小物  un peu
　 宮城県宮城郡利府町菅谷台
　 unpeu_s@icloud.com
　 http://unpeu-s.jugem.jp/

※実店舗はありません。

思いを
共有できる場を
この町にも

 これまで、こだわりの
洋服作りをしてきた鈴
木さんですが、「手作
りだから良いんだと考
える人もいれば、手作
りだから安いんだろと
いう人もいます。材料
などにこだわると下げ
られない値段というも
のがあるので…」と販
売の難しさも感じてい
ます。そんななか、仙
台の期間限定セレクト
ショップchocol（チョ
コル）で活動する作家
との出会いは、とても
刺激になりました。い

ろいろな分野のアーティストとの出会
いがありました。「自分が納得できる
良い物を作りたい」という思いを共有
できる作家たちと活動することで、仙
台市での活動の幅を広げてきました。
　残念なことに地元の利府町には作品
を出展できるようなイベントが少なく、
活動の場は必然的に仙台中心になって
しまいます。「利府町にも、手作りの
良さを共有できる場所が欲しいです」。
そして、「いつかは利府町でお店を持つ

ことも考えたいです
ね」と、意欲を覗か
せます。洋服を販売
するだけではなく、
利府町で「良い物を
作りたい」と目標を
持つ人たちの活動を
紡ぐ場所として「un 
peu」の存在に期待が
持てそうです。

3 人目

利府町の「un peu（アンプ）」という
工房で、お洋服を作っています。

- なにをしているひとですか？

鈴木さやかさん

- お名前

利
府
の
へ
そ
を
探
せ
!!

このように、利府町の中心といっても人によってさまざま。自分なりの“へそ”
を考えてみると、この町について新たな発見があるかもしれません。

利府町の中心というと、どういった場所が思い浮かぶでしょうか。

多くの人でにぎわっている場所、町の機能が集まる場所、心の中

で大切にされている場所。いろいろな考えが広がると思います。

そこでtsumikiライター塾を受講した高校生ライター・平岡凛さん

が、利府町内に住んでいる4人の方々にインタビューしました。

“利府のへそ”
って、どこだと思いますか？

Q

利府イオン周辺は、大型商業施設や日用品店
がそろっていて、買い物に便利です。生活・
暮らしの“へそ”として、にぎわっています。
日用品の買い物以外にも、映画館や多くの洋
服店などで楽しい時間を過ごせるので、町内
外のたくさんの人が足を運んでいます。

読書量の多い学生にとって図書館は欠かせな
い存在です。知や文化の“へそ”と言えます。
子ども向けのおはなし会や、お年寄りの方々
がのんびりと語らう場も設けられていて、世
代を問わず楽しめる場所になっています。季
節に合わせた本の展示も魅力的。十符の里プ
ラザに併設された小さな図書館です。

A 館山公園 成人男性Oさん

A図書館 高校生 Sさん

A イオンモール利府店周辺

主婦Oさん

さまざまなイベントが開催されているグランディ
21。有名アーティストのコンサートや、陸上競
技大会の際には特ににぎわいます。また、秋に
は「十府の里フェスティバル」が開催され、多
くの出店やブラスバンドの演奏、消防署の特設
コーナーなどで盛り上がります。イベントのな
い日には、アスレチックを楽しんだり、犬を連
れてのんびりと散歩することもできます。

Aグランディ21
高校生Nさん

世界に一つだけの
洋服を

 「un peu」で販売するのは、リネン
やコットンで作られたナチュラルテイ
ストの洋服です。商品紹介のカタログ
には、無地のブラウスや花柄のワン
ピースなど、さまざまな女性向けの洋
服が並びます。これらの洋服はすべて
鈴木さんの手作り。SELVA（セルバ）
や仙台PARCO（パルコ）などを会場
として開催されるイベントや受注会を
通じて購入することができます。
 販売の基本は、オーダーメイドの一
点物。鈴木さんは「人と違うというの
が手作りの良さです。せっかく購入し
たのに他の人と色やデザインが被って
しまっては、買った人も嫌な気持ちに
なってしまうでしょう」とその理由を
説明します。だからその人に合ったオ
リジナルの洋服を作るため、「受注会
では、一人ひとり丁寧にお話を伺って
からオーダーを受けます」。
 注文を受けた後は、自宅の一室に設
けられたアトリエで洋服を作ります。
作業スペースは３畳ほど、鈴木さんが
一人で作成するため一日にできる作業
は限られています。さらに、１回の受

注会で10～20件も
のオーダーが入る
ため、注文を受け
てから買った人の
元へ届くまで１ヶ
月以上かかること
もあります。それ
でも、鈴木さんの
作る服はファンが
多く好評です。購
入者からは「着心
地が良い」という
声が届きます。

裁縫が苦手？
ゼロからの
スタート

 鈴木さんは、意外
にも裁縫は苦手だったというから驚
きです。「中学校の時は、家庭科の
宿題を姉に丸投げするほどでした」
と笑います。そんな鈴木さんに転機
が訪れたのは2004年。「幼稚園に
通っていた息子のために、ジャン
パーを作ってあげたい」と思ったこ
とがきっかけでした。
 親しくしていた息子の同級生の母親
に、裁縫を教えてもらうことになりま
した。「知識や技術もない私に、根気
よく教えてくれて感謝しています」と
互いにミシンを持ち寄って製作した当
時を振り返ります。失敗を繰り返しな
がらも、努力の甲斐があって手作り
ジャンパーが完成。息子に手渡すこと
ができた時「洋服って作れるんだ」と
感動したといいます。昔から熱中しや
すいタイプだったという鈴木さん。そ
れからはミシンに向かっている時間が
楽しくなり、どんどん洋服作りにのめ

り込んでいったのでした。
 初めて洋服を作った翌年には、仲の
良いママ友3人で、一緒にハンドメイ
ド作品を作って幼稚園のバザーに参加
しました。その勢いでフリーマーケッ
トなどに作品を出店するようになって
いきました。しかし、３人で活動する
ことで作業を分担でき、数や種類を揃
えることができるというメリットがあ
る一方、好きな作品を自分のペースで
作れないという悩みが生じてきました。
　いろいろ考えた末、
2008年に独り立ちを
決意。翌09年に利府
町に引っ越したのを
機に、本格的に一人
で活動を開始し、家
族に支えられながら
精力的にオリジナル
作品を生み出してき
ました。

利府小学校裏にある館山公園。昔、お城があっ
たことを知っていますか。鎌倉時代、源頼朝
の家臣に同行してこの地に来た村岡氏が、利
府城を築いたと言われています。その後、豊
臣秀吉に廃城されるまで、伊達家の一族が合
戦の拠点として使用していたそうです。現在
は桜の名所として知られ、春にはお花見をす
る人が多く見られます。一方で、ウソという
鳥に桜の蕾を食べられてしまう被害も発生し
ています。駐車場の拡大や霊園の併設など、
町民の憩いの場として新たな形で使用される
準備も進んでいるようです。

高校生ライターがチャレンジ

〈tsumikiライター塾〉発平
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tsumiki セレクトショップ 新装開店！
tsumiki では、地域に根ざしたお菓子や雑貨などの委託販売をしています。平成29年度の
委託販売出店者が決定しましたので紹介します。今回の委託期間は4～7月までの4ヶ月間。
ぜひ、一度ご覧ください。

レーブ・ド・ルピナス 〈焼き菓子〉

利府町花園にあるお店では、利府の梨を素材としたお菓子
も数多く商品化しています。ふんわり柔らかな焼き菓子を
中心に揃えています。お持ち帰りも可能です。

Bagel&Bread spica 〈スコーン〉

利府町青葉台にあるパン工房です。こだわりの材料と季節
の素材で焼き上げるパンは定評。tsumiki では、ザクザク
した食感とスクエア型が特徴のスコーンを販売します。

スピカ

INAGO BALL 〈陶器〉

豆皿、ぐい飲み、湯のみなど、独特の色合いや風合いがお
もしろく、味のある焼き物です。利府町内を中心に活動中。
チャレンジマーケット「こ・あきない市」の参加者です。

イナゴ ボール

Pâtisserie Hacchi 〈焼き菓子〉

菅谷台ニュータウンにお店を構えています。人気の焼き菓
子やクッキーをチョイスしました。館内で、コーヒーや紅
茶と一緒にお楽しみください。お持ち帰りも可能です。

ハッチ

fem 〈リメイク雑貨〉

不要な缶や、家にある何気ない物を、インテリアに変身さ
せる発想と技術が面白い作品です。リメイクすることで、
日常の生活が楽しくなる提案をしてくれます。

フェム


